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１． 研究課題 

宇宙構造物は、宇宙空間での活動を支える基盤として必要不可欠なものである。より軽量で大型

な構造物が、宇宙空間での無重力・放射線暴露・太陽輻射環境を考慮して開発する必要がある。大

型な宇宙構造物は、太陽光からの発電量を増大させることが可能となることが見込まれ、また、伝

送波を効率よく受信できるため、電波観測や情報通信への高効率化を実現するためにも必要となる。 

宇宙空間へ構造物を輸送するためには、ロケットなどの推進機構が必要となる。一般には、搭載

容積の制限を制約条件として、収納・展開機能が構造物には求められる。このような状況より、将

来において以下の特性を備える構造物の開発が必要と考えられる。 

(1) 要求領域に効率を高く収納可能であること 

(2) 伸展・展開が精度を高く動作可能であること 

(3) 組立・分解を容易とすること 

(4) 民生品部品を活用した人工衛星・探査装置・探査機のダウンサイジング 

これらのため、しわや折り目が平面・鏡面精度に影響が少ない折り畳み方法、摺動要素の管理技

術や構造様式の多様性の管理した設計技法が必要であり、民生品による費用逓減・打ち上げ機会を

活用した費用便益の高い各種の実証研究の実施が必要である。 

 

２． 主な研究成果 

2.1 超小型人工衛星の開発及び打上 

 10cm 四方の大きさによる超小型衛星を開発し打上げを実施した。ここでは、締結部の最小化を意図

し、３次元積層成型技術により衛星本体を製造した。打ち上げまでの一連の作業を実施することにより、

設計知見・製造知見を整理し学会発表している。打ち上げはイプシロンロケットにより行われたが、打

上げ作業は中止され、2023 年度より新たに衛星開発を実施することとしている。 

  

2.2 高精度変位計測装置の宇宙空間における稼働試験 

大型の構造物を宇宙空間で運用する場合には、微小な変形が累積され、構造物の全体を勘案する



 

と大きな変形を生じることも多い。特に宇宙空間における熱荷重は太陽に由来する大きな熱荷重と

して考慮する必要がある。受動的もしくは能動的な形状補正を実現することが考えられるが、形状

を詳細に把握することが必要である。本研究では、昨年に引き続き形状計測装置を成層圏において

運用し、稼働実績を蓄積していくことを目的として実施された。実験は北海道・大樹町において、

高度約 20km にて実施され、成功裏に終了した。 

 

2.3 膜面の収納技法に関する研究 

 宇宙空間において、大きな面積を有する構造物を収納効率良く実現することは、費用便益の側面

より、強く要求されている。このため、２次元構造物である膜面を折りたたみ、宇宙空間において

展開させることが考えられる。本研究では、膜面上に敷設物の厚みを考慮した部品の設置を前提と

した折り目の算出方法を考案し、超小型衛星へ実装した。 
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５． 研究活動の課題と展望 

宇宙空間における探索活動の頻度を向上させるため、限られた輸送能力を最大限に生かし、信頼

性を確保した探査技術の提供が必要である。火星や月における探査への要求が高まっており、これ

らに対する要求にこたえていくことが重要である 


